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主な記事から

☆    株式会社山本営農にインタビュー　
                                 　　                ・・・２～３
☆　農業委員会からのお知らせ    ・・・４
☆　編集後記　　　　　　　　    ・・・４

第 52号

TEL.82-0667（農林振興課）

佐用町農業委員会

FAX.82-0017

　４月から新たに独立就農した豊永雅典さん
（大願寺）。一念発起し、団体職員を早期退職
して、水稲をはじめ、アスパラガスなどハウ
ス栽培にも取り組んでいます。
　さらには夏以降、繁殖和牛の飼育を開始す
る予定で、現在新たに牛舎を建設中。将来的
には、耕畜連携など循環型の農業経営を目指
しています。



を
預
か
る
こ
と
で
、
次
第
に
農
地
が
増

え
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
に
、
組
織
的
な
農
業
経
営

を
展
開
す
べ
く
法
人
化
し
、
株
式
会
社

山
本
営
農
と
し
て
の
農
業
経
営
を
開
始

し
ま
し
た
。
現
在
は
、
約
３
４
㌶
の
農

地
で
、
米
、
大
豆
、
ソ
バ
、
ひ
ま
わ
り

の
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
を
越
え
て
規
模
を
拡
大

　

農
業
経
営
の
規
模
を
拡
大
す
る
に
つ

れ
、
借
り
受
け
る
農
地
の
エ
リ
ア
が
広

が
り
、
草
刈
り
や
水
管
理
な
ど
が
大
変

に
な
り
ま
す
。
耕
作
地
の
ほ
と
ん
ど
は

中
安
地
域
で
す
が
、
他
の
地
域
か
ら
の

依
頼
も
多
く
、
現
在
は
三
河
地
域
や
佐

用
地
域
で
も
耕
作
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
経
営
農
地
が
増
え
た
り
、
新

た
な
作
物
に
取
り
組
ん
だ
り
す
る
こ
と

で
次
か
ら
次
へ
と
農
業
機
械
が
必
要
と

な
り
、
現
在
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
５
台
、

田
植
機
２
台
、
コ
ン
バ
イ
ン
５
台
を
フ

ル
活
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
技
術
が

発
達
す
る
こ
と
に
よ
り
農
業
機
械
も
高

価
な
も
の
と
な
り
ま
す
。
冬
の
時
期
を

利
用
し
て
、
貴
浩
さ
ん
が
農
業
機
械
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
い
、
農
繁
期
に
ス

ム
ー
ズ
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
備
え
て

い
ま
す
。

新
た
に
野
菜
栽
培
に
取
り
組
む

　

優
時
さ
ん
は
、
昨
年
、
農
業
大
学
校

を
卒
業
し
、
山
本
営
農
に
就
農
し
ま
し

た
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
農
業
に
囲
ま
れ
た

環
境
で
生
活
し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、

農
業
を
や
っ
て
み
よ
う
と
就
農
し
ま
し

た
。
野
菜
の
栽
培
を
取
り
入
れ
、
水
稲

や
大
豆
の
栽
培
が
終
わ
っ
た
冬
の
時
期

を
利
用
し
て
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
レ
タ
ス
、
ブ
ロ
ッ

コ
ッ
リ
ー
、
ロ
マ
ネ
ス
コ
や
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
で
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
を
栽
培
し
ま

し
た
。
１
玉
で
３
㌔
を
超
え
る
よ
う
な

大
玉
の
キ
ャ
ベ
ツ
が
で
き
ま
し
た
。　

　

現
在
は
、
主
に
直
売
所
に
出
荷
を
し

て
い
ま
す
が
、
今
後
は
、
都
市
部
の
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
も
野
菜
の
販

売
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

年
間
を
通
じ
て
安
定
し
た
農
業
を

　

今
後
は
、
年
間
を
通
じ
て
仕
事
が
あ

る
よ
う
に
、
野
菜
の
栽
培
を
増
や
す
計

画
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
で
も

９
品
種
の
水
稲
を
栽
培
し
て
い
ま
す
が
、

経
営
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
、
自
分
が

選
ん
だ
水
稲
の
種
類
を
苗
の
栽
培
か
ら

行
い
ま
す
。
大
型
の
乾
燥
機
の
導
入
も

予
定
し
て
お
り
、
今
後
、
ま
す
ま
す
農

業
規
模
の
拡
大
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

農
業
後
継
者
の
不
足
や
新
規
就
農
希

望
者
の
減
少
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
今
、

３
世
代
で
農
業
経
営
を
行
う
こ
と
は
、

地
域
農
業
の
発
展
に
大
き
な
力
を
発
揮

し
て
く
れ
る
も
の
と
感
じ
ま
し
た
。

　

２
月
下
旬
、
安
川
集
落
の
株
式
会
社

山
本
営
農
を
訪
問
し
ま
し
た
。
平
成
29

年
に
法
人
化
し
、
昨
年
、
孫
の
優
時
さ

ん
が
就
農
し
、
親
子
孫
３
世
代
で
農
業

経
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

兼
業
農
家
か
ら
法
人
化

　

株
式
会
社
山
本
営
農
は
、
山
本
巖
さ

ん
、
長
女
の
夫
・
衣
本
貴
浩
さ
ん
、
孫
・

優
時
さ
ん
を
含
む
従
業
員
６
人
で
農
業

経
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
を
始
め
た
当
時
は
、
巖
さ
ん
が

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
勤
務
す
る
傍
ら
、

所
有
農
地
の
１
．
２
㌶
を
耕
作
し
て
い

ま
し
た
。
平
成
８
年
ご
ろ
、
コ
ン
バ
イ

ン
の
買
い
替
え
を
考
え
た
と
き
に
、
作

業
受
託
を
受
け
て
く
れ
な
い
か
と
相
談

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
機
に
、「
ど

う
せ
な
ら
少
し
ず
つ
規
模
を
拡
大
し
て

み
よ
う
か
」
と
、
周
辺
の
農
地
を
借
り

受
け
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
高

齢
化
な
ど
に
伴
い
離
農
者
か
ら
の
農
地

株式会社山本営農  （安川）

今月号は、３世代で農業経営を行う株式会社山本営農を紹介します。

大型機械の整備もこなします

◎生産者にインタビュー

今後の目標を語ってくれました

今年は１玉３㌔を超えるキャベツも収穫しました。左から衣本優時さん、山本巖さん、衣本貴浩さん

→

→

3 のうせい佐用・ちくさ川 2のうせい佐用・ちくさ川



編
集
後
記

　　

田
植
え
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、

ト
ラ
ク
タ
ー
や
田
植
機
の
音
が
響

い
て
き
ま
し
た
。
新
天
皇
即
位
の

新
し
い
年
、
農
作
物
も
天
候
に
恵

ま
れ
て
大
豊
作
と
な
っ
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
に
よ
る
農
地
の

利
用
状
況
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
委
員
が
担
当
区
域
を
パ
ト

ロ
ー
ル
し
、
農
地
を
耕
作
地
、
保

全
管
理
地
、
耕
作
放
棄
地
に
分
類

し
、
筆
ご
と
に
農
地
地
図
に
色
分

け
を
す
る
調
査
で
す
。

　

農
道
や
畦
畔
に
立
ち
入
り
調
査

を
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
　
　
　

編
集
委
員　

清
水
利
重

農業委員会からの
お知らせ

infomation
問℡ 82-0667

　

農
地
に
関
す
る
許
可
申
請
の
締
め

切
り
は
、
毎
月
末
で
す
。

　

６
月
委
員
会
分　

５
月
31
日
㊎

　

７
月
委
員
会
分　

６
月
28
日
㊎

　

８
月
委
員
会
分　

７
月
31
日
㊌

農
業
者
年
金
「
現
況
届
」
の

提
出
を
忘
れ
ず
に
！

　

現
況
届
は
、
毎
年
、
年
金
を
受
給
す
る

た
め
に
必
要
な
手
続
き
で
す
。
農
業
者
年

金
の
経
営
移
譲
年
金
や
農
業
者
老
齢
年
金

を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
現
況
届
を
必
ず

農
業
委
員
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
現
況
届
が
届
く
時
期
は

　

現
況
届
の
届
出
用
紙
は
、５
月
末
ご
ろ
、

受
給
者
本
人
あ
て
に
農
業
者
年
金
基
金
か

ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

◦
現
況
届
の
提
出
時
期
は

　

現
況
届
は
、
６
月
２
８
日
㊎
ま
で
に
農

業
委
員
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
現
況
届
の
提
出
を
忘
れ
る
と
・
・
・

　

現
況
届
の
提
出
が
な
い
と
き
は
、
１
１

月
の
支
払
か
ら
現
況
届
が
提
出
さ
れ
る
ま

で
の
間
、
年
金
の
支
払
い
が
差
し
止
め
ら

れ
ま
す
。
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
経
営
移
譲
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

　

受
給
者
本
人
が
、
農
地
を
取
得
す
る
な

ど
し
て
農
業
経
営
を
再
開
し
て
い
な
い
こ

と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
初
め

て
現
況
届
を
提
出
す
る
人
は
、
農
業
所
得

の
申
告
な
ど
の
諸
名
義
を
経
営
移
譲
（
経

営
継
承
）
の
相
手
方
に
変
更
し
て
い
る
こ

と
を
確
か
め
、
現
況
届
に
記
入
・
署
名
し

て
提
出
し
、
内
容
の
確
認
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

※
支
給
停
止
事
由
に
つ
い
て
は
、
現
況
届

の
裏
面
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
②
農
業
者
老
齢
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

　

受
給
者
本
人
が
、
現
況
届
に
必
要
事
項

を
記
入
・
署
名
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
況
届
を
受
給
者
本
人
が
記
入
す
る
こ

と
が
困
難
な
場
合
は
、
家
族
な
ど
が
代
理

人
と
な
っ
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

場
合
、
代
理
人
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
も
併
せ
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
受
給
権
者
が
死
亡
し
た
ら

　

農
業
者
年
金
の
受
給
権
者
が
亡
く
な
ら

れ
て
い
る
場
合
に
は
、「
農
業
者
年
金
受

給
権
者
死
亡
届
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

お
近
く
の
JA
窓
口
に
て
、
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

問
農
業
者
年
金
基
金
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許
可
申
請
締
切
日

平
成
30
年
度

農
業
委
員
会
の
申
請
件
数

　

平
成
30
年
度
に
農
業
委
員
会
に
申

請
の
あ
っ
た
案
件
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　

農
地
法
第
３
条
申
請

　

 （
農
地
取
得
）

  

45
件

　

農
地
法
第
４
条
申
請

　

 （
自
作
農
地
の
転
用
）

  

６
件

　

農
地
法
第
５
条
申
請

　

 （
農
地
を
取
得
し
て
転
用
）  

46
件

　

非
農
地
証
明

  

25
件

　

農
地
法
施
行
規
則 

　

第
29
条
の
届
出

　

 （
農
業
用
倉
庫
な
ど
）

  

２
件


